
時代 年号 西暦 事　　　　　　　　　　　　　　　　項

平安時代 仁寿元年 ８５１年 １０月、天下大地震。由布山、石松、山崩れ

安土桃山時代慶長元年 １５９６年

７月１日より大地震連日。同７日夜風雨暴烈、椿山鳴動
し、山崩れ。馬場・八川両村流亡。
７月１２日、興禅院、地震・山崩れにより壊滅。１４世至峰
玄祝大和尚殉職。
８月６日、塚原村字戦川の上、高岩の人家３０戸、由布
山崩れにより流失。温湯の池（金鱗湖）、津江山の山崩
れで埋没

元和２年 １６１６年
大雨・洪水により由布山・津江山、山崩れ。嶽下・石松等
数村の人家埋没
６月、温湯の池、津江山の山崩れで埋没

元禄１５年 １７０２年 由布山爆発する。？

元禄１６年 １７０３年

１１月２２日、大地震数日間。湯山・和歌山の谷が山崩
れ。乙丸村、若宮八幡宮の鳥居折損
同日夜大地震、２４日まで止まず。山崩れ死者多数。興
禅院破壊

享保１０年 １７２５年
湯平で山津波が起こり人家が埋没し、多数の死者がで
る。

文化３年 １８０６年
秋、由布嶽山鳴り、地震連日。麓の寺院、庭が裂け開く
こと数尺、長さ数十尺

嘉永３年 １８５０年
８月７日、大雨、洪水。六所宮の杉、湯の坪の湯屋倒れ
る。
同月１８日夜、石松の天神谷・鳴子川谷崩れる。

明治２３年 １８９０年

８月、大洪水。塚原の水田２０町歩、家屋７棟が流出。
陰暦８月１０日、午後１０時頃より暴風雨。由布山北の塚
原に接する山腹水脈が破裂。土石が噴出し、田地数町
歩流失

明治２６年 １８９３年
１０月１３日～１５日、大洪水により河川堤防のいたる所
が大破

昭和５年 １９３０年
４月２５日１８時１６分、地震。南・北由布村で強震。仏光
寺の弘法大師像倒れ、北由布駅付近の温泉が止まる。

昭和２１年 １９４６年
１２月２１日４時１９分、南海大地震、震度５．２．乙丸・湯
の坪・石松・山崎の温泉湧出量に影響が出た。西石松
の県道沿いに東西約８００メートル地割れする。

昭和２５年 １９５０年
９月１２～１３日キジヤ台風による暴風雨盆地内水田約１
０町歩浸水、白滝川の立川橋が決壊寸前になる

昭和２８年 １９５３年
６月２５～２９日、集中豪雨降水量８１８ミリ。家屋・農作物
に大被害、由布盆地の稲がほとんど冠水。久大線約１カ
月不通、警官１名殉職

昭和２９年 １９５４年
８月１６～１８日、台風５号による大雨で降水量４１４ミリを
記録。城橋流失

昭和５０年 １９７５年

４月20日夜、西空の山の稜線が真っ青に光っていた。２
１日午前２時３７分大分県中部直下型大地震発生、九重
レークサイドホテル崩壊、マグニチュウド６.４烈震。湯平
温泉扇山林道に巨石崩落通行止め。花合野川右岸の
崖にひび割れ、温泉場入口左側約８０m地点の民家押
し出され、道路側面の水路が家の中に入って来た。町
内の家屋等の被害甚大。

昭和５７年 １９８２年
８月２７日、台風１３号により塚原霧島神社境内に土砂流
入

湯布院町災害史
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昭和時代



時代 年号 西暦 事　　　　　　　　　　　　　　　　項

湯布院町災害史

平成３年 １９９１年
台風１９号により六所宮杉１４４本倒れる。由布盆地内・
塚原別荘屋根・倉庫・瓦多数吹き飛ばされる等被害甚
大。

平成２８年 ２０１６年

４月１４・１５・１６日熊本・大分大地震震度６強・５強。被
害甚大。同月２９日１５時９分震度５強大分中部大地震
被害拡大。町内の多数の神社・寺院の本堂等破損、鳥
居、石塔、石仏倒壊多数。仏光寺敷地内南北３cm東西
１５mの地割れ。県道１１号線（旧佐賀県道）内徳野から
水分峠の一部路肩車線半分崩落通行止め発生。大分
川・宮川に架かる橋の路面と取り付け道路の段差が大き
い所で約３cm発生した。久大線に架かる山崎陸橋取付
道路に大きな陥没・亀裂が走り通行止め、同じく中依陸
橋取付道路と陸橋の段差１３cm.側面の土止め崩壊。道
路には東西約３cm南北約２０mの亀裂数筋有り通行止
め。由布岳大崩の崩壊拡大。椿山崩壊拡大。狭霧台展

令和元年 ２０１９年
8月6日台風８号で宇奈岐日女神社の杉５０本以上倒木,
湯坪児童公園樹木根こそぎ倒木外有り

令和２年 ２０２０年

７月７～８日豪雨で湯平の花合野川が氾濫、５３７号線の
一部が流され、避難中に２台の車が流される。４名が死
亡。温泉場の鉱泉が破壊され中の湯・砂湯・銀の湯・橋
本温泉が不能となる。砂湯は破壊された。川西奥江線・
佐賀県道崩落により通行止めになる。

令和４年 ２０２２年
１月２２日日向灘沖地震湯布院震度５弱,一部道路亀
裂、壁亀裂有り　大分市５強

(湯布院町誌外）
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